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第44号　令和７年３月　赤江地域まちづくり推進委員会発行宮崎市地域コミュニティ活動交付金活用事業・特例交付金活用事業

たくさんのボランティア参加ありがとうございます

赤江地域まちづくり推進委員会 会長 佐藤正信赤江地域まちづくり推進委員を募集中!!

　最近は、地震や竜巻などで赤江の皆さんも大きな被害を被りました。心から

お見舞い申し上げます。

　赤江まちすいでは、6つの部会で活発な活動に取り組み、地域の皆さん方に

ご協力いただきありがとうございました。

　さて来年度から地域協議会の制度がなくなることになり、これまで自治会

連合会をはじめまちづくりにご尽力いただいたみなさんにお礼申し上げます。

　4月からは赤江まちすいが名実ともにまちづくりの課題を担うことになりま

す。11月には赤江のまつりも計画しています。地域の皆さんや団体のご協力を

頂きながら、まちづくりの課題に取り組んでまいりますので、より多くの皆さ

んのご参加、ご協力をお願いします。

令和6年度事業実施報告（2024年9月～2025年2月）

気持ちを整えてくれる植物と
■あかえ花いっぱい事業「多肉植物寄せ植え教室」

ボランティア116名の花植え
■花でつなごう西田橋事業

橋の名は時をつなぐ番所橋
■赤江の歴史案内事業

宝泉寺に歌声が満ちるとき
■あかえ寺子屋事業「音楽と茶の湯」

　9月28日（土）、NPO法人
オープンガーデンサンフラ
ワー宮崎代表・花のまちづ
くりアドバイザー新名れい
子さんを講師に迎え、「多肉
植物寄せ植え教室」を28名
の参加で開催しました。
　多肉植物は育てやすく増やせるのも楽しみのひと
つ。熱心に、質問もたくさん出て和気あいあいと進行し
ました。大変好評でしたので、今後もこの事業（あかえ
花いっぱい事業）を続けたいと思います。   （環境部会）

　11月5日（火）、八重川の番所橋そばに「番所橋」の案
内板を設置しました。
　江戸時代に現在の下流右岸200メートルほどのと
ころに番所（津口番所）があったことから、一帯は「番
所」と呼ばれ、大正時代には番所橋の名前の橋が架け
られたそうです。
　案内板には日南市所蔵の古地図「文化七年公儀測量
方図（部分）」を使わせていただきました。地図には「津
口番所」の文字と建物の絵が描かれていますが、この
地図は、江戸時代に17年をかけて日本全国を測量した
伊能忠敬（1754～1818）が調査に来るにあたって、事
前に飫肥藩が作成し提供した地図だと思われます。
　ただし日南市所蔵のものが、伊能に提出した後に戻
ってきたものなのか、飫肥藩の控えとして作成してい
たものなのかは不明とのことです。
　赤江の橋から歴史の全国的なつながりが見えてき
たことも、この事業の取り組みの楽しさのひとつで
す。これまでに9基の案内板を設置しました。
　他にも設置したいところがあればお知らせください。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　  （文化部会）

　11月9日（土）、「五感で楽しむソプラノの響きと茶
の湯」と題して､ソプラノ歌手酒井道子さんとピアニ
スト本田律子さんを招きました。
　日本の歌、オペラアリア、アベマリアなど美しく爽
やかな酒井さんの歌声が、会場となった宝泉寺本堂の
空間に広がり、聴く人の心に響きました。
　またピアノの演奏と茶道教授、小牧宗芳さんの立札
のお点前があり、お茶についてのお話も聞きながらゆ
ったりと茶の湯に親しむこともできました。
　最後は参加された70名全員での「ふるさと」合唱で
幕を閉じました。
　参加者からは「お寺でオペラの組み合わせが良かっ
た」「いつもは生で聴けない歌声を聞けてうれしかっ
た。なぜか涙が出て自分でもびっくりしました」「素晴
らしいお声に聞きほれました」「お点前も拝見できて
よかった」「お茶もお菓子も美味しかった」「茶の湯の
講話が興味深く、面白かった」など、満足のお声をたく
さんいただきました。子供から大人まで和やかに楽し
んでいただいた音楽と茶の湯のひとときでした。               
　　　　　　　　　　　　　　　　　　  （文化部会）

「第30回宮崎市花のまちづくりコンクール」において
団体活動部門の審査委員奨励賞を受賞しました。

　12月14日（土）、中・高校生、地元住民と明治安田生
命薬師通営業所の皆さん計116名のボランティア参
加があり、まちづくり推進委員会の12名と午前8時と
9時開始の2部制で植栽活動を行いました。

　「花でつなごう西田橋」は2年目の事業。交通安全に
配慮しながら、枯れた花抜き、土・肥料入れや土の掘り
返し等の作業から植栽までの工程を各4班に分かれて
進めました。回を重ねて参加者も増えてきました。前
回参加の学生も多く、スムーズに世代間の交流もでき
ました。今後は花の水やりなどを含め、協力しながら
管理していきます。　　                  （つなごう部会）
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い のうただたか

お び はん



焼き芋とクッキーのふるまいはいつも大好評

　広報誌「人♡夢♡あかえ」の編集書式をリニューアルしまし

た。いかがでしょうか。

　さて、月見ヶ丘のパン屋さん「カントリーママ」が3月に閉店

するそうです。まちすいのイベントにも協力いただいていまし

た。寂しくなりますね。　　　　　   （広報部会長　日吉健二）

令和6年度事業実施報告（2024年9月～2025年2月）

赤江の小学生に思い出を！
■熱気球から地域を眺めよう

常に地域で備えるということ
■災害救助資機材等設置事業

残したい赤江の風景2024
■「カレンダーをつくろう」事業

　小学生の思い出になってもらいたい、という願いか
ら赤江地区の三つの小学校の5・6年生を対象に、熱気
球の搭乗体験を開催しました。
　宮崎大学気球部の協力で、まだ薄暗い早朝から小学
校のグラウンドで高さ20ｍの熱気球を膨らませまし
た。子どもたちは3人1組になってバスケットに乗り
込み、バーナーで気球内に熱気を送るとフワリと上
昇。友達や先生に手を振るなど、眺めを楽しんでいま
した。
　またガスパル九州による防災クイズに答えたり、焼
き芋やクッキーのふるまいを受けたりしました。
　参加した児童はもちろんのこと、保護者から「貴重
な体験ができてとても良かった」との感想をいただき
ました。                                       （みんなの部会）

備えることはつながること
■災害に備えるための講座

　「わくわく防災体験事業」を9月に開催予定でした
が、竜巻災害の影響を考慮して急遽中止にしました。
しかしながら、台風や、地震災害はいつ発生するかわ
かりません。そこで、地域住民の防災意識の向上を目
的に2月8日(土)「災害に備えるための講座」を開催し
ました。
　小中高生から大人まで47名の参加がありました。
地域防災コーディネーターの年森氏による講座で
は、実際の災害ビデオや写真などを交えて災害の恐
ろしさを学びました。そのうえで、災害に備えるため
に自助による防災対策も教えていただきました。
　参加者からは、避難経路の再確認や家族での災害
対策の見直しなど、様々な気づきの声がありました。
今後も、実際の災害を想定した防災体験ができる事
業を計画する予定です。ぜひ参加をお待ちしており
ます。  　　　　　　　　　　　　　 （あんぜん部会）
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自治会に加入しましょう

■編集後記

インフォメーション

赤江地域まちづくり推進委員会 広報紙「人♡夢♡あかえ」44号
2025年3月1日発行／広報部会編集制作
〇広報紙「人♡夢♡あかえ」は赤江地域の自治会のご協力により
皆さんにお届けしています。次号45号は6月発行予定。
赤江地域まちづくり推進委員会事務局
（赤江地域センター内）電話0985-51-5122
メールアドレスakae5730@miyazaki-catv.ne.jp

・11月17日(日)恒久小学校58名参加
・12月 7日(土)赤江小学校20名参加
・12月21日(土)宮崎南小学校42名参加

　赤江地域の小中学校には、災害時を想定して救助用
資機材や避難者用の備品等が保管してあります。

　平成25年度に設置して以来、毎年点検・交換・補充を
行っています。
　今年度は赤江小学校PTA主催の「赤江っ子フェスタ」、
赤江東地区青少年育成協議会と赤江地区青少年育成
協議会がそれぞれ主催した「炊き出し訓練」に合わせ
て資機材点検を実施しました。
　また備蓄品の説明だけでなく、救助用資材を実際に
使う体験も行うことができました。突然の災害時に役
立つように今後も事業として継続してまいります。                                        
　　　　　　　　　　　　　　　　 （あんぜん部会）

11月24日、赤江小学校の「赤江っ子フェスタ」にて

12月22日、赤江東中学校で資機材の点検作業

　カレンダーに掲載する赤江の風景写真を募集し、今
年は106点の作品が集まり、10月26日（土）審査会を
実施。地域の写真家と高校写真部の先生4名に審査員
になっていただき、9点の「残したい赤江の風景」作品
の入賞選考を行いました。

　八重川鉄橋、西田橋、田元神社、小型飛行機やたわわ
に実った稲穂など赤江の特徴が表現されたカレンダ
ーに仕上がりました。
　カレンダーは、各自治会や郵便局、学校、病院など約

1,000枚配布しました。春の写真が少ないようです。次
回も四季の写真をお待ちしております。　（広報部会）

災害に備えるための講座

＊祭り開催＊
　2025年11月30日（日） 赤江小学校で「（仮）あか
えまつり」を開催します。参加者みんなで楽しむこと
ができ、また、赤江の文化・歴史・芸能を伝える、赤江
ならではの祭り
となるよう、実
行委員会を立ち
上げ企画を進め
ております。お
楽しみに!
（まつり実行委員
長　越山明典）


